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研究成果の概要（和文）：本研究は，オープンイノベーションの初期段階において，共同研究に繋がる可能性がある企
業や研究者の発見のために，特許や論文のような科学技術文書から，企業と研究者の繋がりを発見する手法の開発を目
的とする．文書集合において，1文書内で共起する単語の組に着目する．この単語の組が同じ2文書で共起し，どちらの
単語も他のどの文書にも出現しない時，その単語の組を特徴語として抽出する．この特徴語を頂点とし，2つの特徴語
の共起を辺とするグラフを出力する検索システムを作成した．辺が結ぶ2つの特徴語が出現する2文書の研究者を，その
辺のラベルとして付与する．この研究者が2つの特徴語において繋がっていることを示す．

研究成果の概要（英文）：In the early stage of open innovation, it is important to find suitable partners 
in order to form successful collaborations between companies and university researchers. We proposed a 
system that finds the partners by using information retrieval and text mining techniques from the 
documents such as scientific papers and patents. Given a query, the proposed system outputs a graph of 
unique research in retrieved documents. Each vertex in the graph corresponds to a word with a document 
frequency of two. Two words connected by an edge occur in the same two documents, and neither word 
appears in other retrieved documents. The edge is labeled with the names of the researchers involved in 
the documents in which the two words appear.

研究分野： テキストマイニング
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

企業が，自社の技術のみで新商品や新サービ
スの開発を行うのではなく，他社や大学と共
同で，自社の技術と他社や大学の持つ技術を
組み合わせることにより，新商品や新サービ
スの開発を行うオープンイノベーション引用文

献①が注目されている．企業にとっては，自社
だけでは実現できない新商品の開発の幅が
広がる可能性がある． 

 

また，基礎研究を担う大学への期待も大きく
なっている．大学は，産学連携を進めること
で，大学が企業の新商品の開発に貢献したり，
大学自らが開発した商品によって収入を得
ることが求められている． 

 

しかし，数ある企業や大学，研究機関の中か
ら，自社や大学の研究開発に直接繋がる可能
性がある連携効果の高い企業や大学研究者
を探し出すことは難しい問題である． 

 

２．研究の目的 

オープンイノベーションや産学連携の初期
段階における問題点は，大学，研究機関，企
業の中から，自社もしくは大学研究者と共同
研究が可能である相手先を見つけることで
ある．大学に所属する専門のコーディネータ
に依頼する場合は，コーディネータの持つ情
報の量や知識，経験に依存する問題がある．
既存の論文検索システム及び特許検索シス
テムを用いることにより，共同研究のために
必要な技術を持つ研究者を探す方法もある．
しかし，必要な技術が書かれた論文や特許を
検索することは時間のかかる作業であり，ま
た，検索された論文や特許を読むことにも多
くの時間が必要である． 

 

本申請研究は，特許明細書や論文のような科
学技術文書を対象として，情報検索技術やテ
キストマイニング技術を用いることにより，
共同研究の可能性がある大学研究者と企業
のマッチングを発見することを目的とする．
最終的にはコーディネータの判断や仲介が
必要となるが，共同研究先を探す初期段階で
マッチングを機械的に支援するツールがあ
れば，コーディネータの作業を補助すること
ができる． 

 

３．研究の方法 

特許明細書や論文のような科学技術文書を
対象として，情報検索技術やテキストマイニ
ング技術を用いることにより，大学研究者と
企業のマッチングを発見する検索システム
の開発を行う． 
 
開発した検索システムは，初めに，文書集合
全体から，入力として与えられた単語の出現
する文書集合を検索する．次に，検索結果と
しての文書集合から特徴語を抽出する．その
特徴語に関連する企業や研究者を発見する

ことにより，企業と研究者の繋がりを可視化
する．  
 
４．研究成果 
開発した検索システムは，対象とする文書集
合として，１文書に研究者の名前と研究内容
に対する複数のキーワードが書かれている
文書を想定している．検索システムは，初め
に，検索結果としての文書集合の中から特徴
語の組の集合を抽出する．次に，システムは
各組の 2つの特徴語が出現する文書の研究者
を抽出する． 
 
マッチングの相手を見つける時に重要なこ
とは，共同開発にふさわしい相手を発見する
ことと，なぜその相手がふさわしいのかとい
う理由が分かることである．開発した検索シ
ステムでは，研究者を表示するだけでなく，
特徴語も表示することにより，どの観点で研
究者が繋がるのかをユーザに提示すること
ができる． 
 
次に，抽出する特徴語について，文書集合の
中で頻度の大きい単語や，テキストマイニン
グでよく用いられる tf-idf という指標を用
いた場合，抽出される特徴語は一般的な単語
や文書集合全体を表現する単語であり，検索
者に対して新しい気付きを与えるものでは
ないことがある．そのような特徴語によって
企業と研究者の繋がりを発見することも有
用であるかもしれないが，申請研究では，頻
度の小さい単語に着目することで，検索者が
気付かないような特異な特徴語を抽出する． 
 
開発した検索システムは，検索結果としての
文書集合の中で，1 文書内で共起するキーワ
ードの組に着目する．このキーワードの組が
同じ 2文書で共起し，どちらのキーワードも
他のどの文書にも出現しない時，そのキーワ
ードの組を特徴語として抽出する．抽出した
キーワードの組は同じ 2文書でのみ出現する
ため，この 2 つのキーワードによって繋がる
研究者は 2 文書の研究者のみである．また，
このキーワードによって，他の研究者とは繋
がらない．よって，この 2 文書の研究者は，
抽出されたキーワードによって共同研究の
可能性があると考えた． 
 
このように，「この 2文書にしか出現しない」
キーワードの組に着目することにより，一般
的ではなく，特異な特徴語の抽出を行う．ま
た，一つのキーワードでは，偶然に同じ 2文
書に出現していることもあるため，キーワー
ドの組を考えた． 
 
検索システムは，ユーザが単語を入力として
与えた時，その単語の出現する文書集合から，
上記の条件を満たすキーワードを頂点とし，
2 つのキーワードの共起を辺として表すグラ
フを表示する．辺には，その辺によって繋が



れる 2つのキーワードが出現する 2文書の研
究者がラベルとして付与される．この 2 文書
の研究者が，頂点のキーワードに関して，マ
ッチングの可能性があると考える．検索シス
テムは，インデックス作成や検索などについ
て汎用連想検索エンジン GETA 引用文献②を利用
している． 
 
 
 
 
 
 

 
 
図 1は，検索システムの入力画面である．検
索したい単語を入力し，送信ボタンを押す．
上記の説明では，特徴語となるキーワードの
文書頻度を 2文書に限定しているが，右側の
プルダウンメニューで文書頻度を変更する
ことが出来る． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
図 2は，科学研究費助成事業データベースを
対象として，「遺伝子変異」について検索を
行い，検索結果の文書集合に対して，上記の
条件を満たすキーワードの組と，そのキーワ
ードが出現する文書の研究者を表示したも
のである．頂点としてのキーワードが，検索
結果の中で文書頻度が 2文書のキーワードで
あり，ノードを繋ぐ辺に記載されている研究
者が，その 2 つのキーワードで繋がれる研究
者である．2 文書それぞれの研究者を 2 行で
表示している．研究者は記号に置き換えてい

る． 
 
図 2では，10個のキーワード，5 組のキーワ
ードの組が抽出され，20人の研究者が表示さ
れている．例えば，「TSC 遺伝子」と「結節性
硬化症」というキーワードによって繋がれる
研究者は，R という研究者と，S と T という
研究グループであることを示す．また，「白
皮症」と「メラニン」というキーワードによ
って繋がれる研究者は，Aという研究者と，C
から Hまでの研究者のグループであることを
示す． 
 
図 3 は，「東南アジア」の出力結果である．
検索結果の文書集合の中で，20個のキーワー
ド，10 組のキーワードの組が抽出され，62
人の研究者が表示されている．例えば，「海
賊」と「漁民」というキーワードによって繋
がれる研究者は，CI と CJ という研究者であ
ることを示す．また，「南インド」と「イン
ド化」というキーワードによって繋がれる研
究者は，BX から CC までの研究グループと，
CD から CH までの研究グループであることを
示す． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

図 3 「東南アジア」の出力結果 

 

図 1 検索システムの入力画面 

 

図 2 「遺伝子変異」の出力結果 



図 4は「エピジュネティクス」の出力結果で
ある．検索結果の文書集合の中で，6 個のキ
ーワード，7 組のキーワードの組が抽出され
4 人の研究者が表示されている．これまでの
グラフとは異なり，研究者 A と B は，「糸状
菌」，「酵素阻害剤」，「天然物」，「二次代謝物」
の 4つのキーワードによって繋がっているこ
とが分かる． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
実験により，特徴語として抽出するキーワー
ドの総数は，全体のキーワード総数と比較し
て少量であった．これは，文書中に共起する
2 つのキーワードが同じ 2 つの文書にしか出
現しないという条件が厳しすぎたためであ
った．抽出する特徴語の条件を緩和し，特異
性を表す特徴語の定義について改良が必要
であることが分かった． 
 
システムによって発見したマッチングが共
同開発可能なマッチングであるか，実際的な
観点からの評価が必要であるが，今後の展望
として，特許明細書や論文など大量の科学技
術文書を検索の対象に含めることで，より多
くの技術や企業，研究者を対象としたシステ
ムが実現できると考える． 
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